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��研究の動機�

夜中、家の猫�匹が走り回って、

うるさくてねむれないことがあるの

で夜中に走りまわることをやめさせ

たいと考えました。夜中に走り回ら

ないようにするためには、どの方法

が効果的かを実験しました。�
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��予想�

��研究の方法�

・寝る前に��分以内で遊ばせてその

後の動いた時間が減るかを調べまし

た。「遊び有り」の条件と「遊び無

し」の条件で違いがあるか比べまし

た。�

・猫�匹につけたセンサーで得られ

るデータから行動を観察し、上の条

件で比べました。�
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図１�猫�と猫�の首輪型センサー�
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��研究の結果�

「遊び有り」の条件と「遊び無

し」の条件で、猫�と猫�が「動いた

時間」を積み上げ棒グラフで表しま

した。グラフの横の目盛りは��時か

らの��時間で、グラフの縦の目盛り

は動いた時間�分�の�日分の合計と

しました。�

グラフを見比べると、猫�の「遊

び有り」の条件は、遊んであげた��

時～��時以降の、��時～��時の「動

いた時間」が「遊び無し」の条件と

比べて少なくなっていました。�

猫�も、「遊び有り」の条件は、

遊んであげた��時～��時以降の、��

時～��時の「動いた時間」が「遊び

無し」の条件と比べて少なくなって

いました。ですが��時は「動いた時

間」が少なくなりませんでした。�

そのほかには、猫�も猫�も�時に

「動いた時間」が多いことが分かり

ました。�
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図�．猫�と猫�の動いた時間の比較�
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�．研究で分かったこと�

� 寝る前に��分以内で遊んであげると�

匹とも、私が寝始める��時から遅い時間

に「動いた時間」が減りました。しか

し、猫�はもともと運動をしない性格な

ので、寝る前に十分遊ぶことができず、

��時の「動いた時間」が減りませんでし

た。結果、猫それぞれの性格を考えなが

ら遊ばないといけないことがわかりまし

た。�

また、猫�匹とも午前�時ごろに活動し

ていました。参考文献���に、猫は夜行

性でなく薄明薄暮性�はくめいはくぼせ

い�と書かれており、明け方に活動的に

なったと考えました。�
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�．研究のまとめ�

� 寝る前に遊んであげると、夜中に猫が

走り回る時間を少なくする効果があるこ

とを、実験で確認できました。この研究

を通して、私はもっと猫のことを知りた

いと思いました。猫の個性も大事にして

仲良く一緒に暮らしていきたいと思いま

した。�
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